大学生アスリートにおける食物摂取頻度調査票の妥当性・有用性 ―上気道感染症の観点から― by 砂見 綾香
氏 名 砂 見 綾 香
学位（専攻分野の名称） 博 士（食品栄養学）
学 位 記 番 号 甲 第 715 号
学 位 授 与 の 日 付 平成 28 年 3 月 20 日
学 位 論 文 題 目 大学生アスリートにおける食物摂取頻度調査票の妥当性・有
用性―上気道感染症の観点から―
論 文 審 査 委 員 主査 教 授・保健学博士 川 野 因
教 授・医 学 博 士 中 江 大
教 授・博士（身体教育学） 上 岡 洋 晴
医 学 博 士 江 﨑 治＊




















































































基準には 24時間思い出し法（24-hour dietary recall，
24hDR）を用いた。対象は体育系部活動に所属する大
学生 200名とし，171名が研究参加に同意した。そのう

































































































































































が 1.44（95% CI ; 1.08-1.91）となり，有意な正の関連
がみられた。特に，第 1三分位を比較基準とすると，第
2三分位のオッズ比は 1.21（95% CI ; 0.66-2.23），第 3
























































緑黄色野菜類（OR : 0.70，95% CI : 0.31-1.62），果実類




0.27，95% CI ; 0.10-0.73，多変量 OR : 0.15，95% CI ;
0.03-0.77）。
以上の結果から，大学生アスリートでは，定性的 FFQ
によるその他の野菜の摂取頻度と URTIの発症頻度に負
の関連が明らかになった。
おわりに
本研究は，大学生アスリートを対象に 2種類の FFQ
の妥当性を検討すること，さらにアスリートの健康問題
の一つである URTIに着目して食物摂取状況との関連
を検討することにより，大学生アスリートにおける
FFQ の有用性を検討した。その結果，172項目からな
る半定量 FFQは，大学生アスリートの食事量推定にお
いても妥当であることが示された。さらに，食品群 10
項目からなる定性的 FFQにおいても，各食品群の習慣
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的な摂取頻度が摂取量の大小を反映することが示され
た。また，大学生アスリートは一般大学生に比べて年間
URTI発症数が有意に少ないものの，運動時間が長い者
ほど発症数が有意に多かったことから，食習慣からの予
防策を提示する必要があると考えられた。そこで，定性
的 FFQを用いて年間 URTI発症数と野菜・果物類の摂
取頻度との関連を検討したところ，その他の野菜（緑黄
色野菜以外の野菜）を毎日摂取する者ほど毎日摂取しな
い者に比べて年間 URTI発症数が平均回数以上となる
オッズ比が有意に低いことが明らかとなった。
本研究は大学生アスリートにおいて FFQの妥当性・
有用性を評価した初めての研究である。本研究の成果か
ら大学生アスリートの食物摂取量の推定に半定量 FFQ
が有用であること，さらに摂取量の簡易評価には定性的
FFQが有用であることが示された。特に，定性的 FFQ
は食生活のスクリーニングにも優れており，コンディ
ショニング評価の簡易スクリーニングツールとして，ス
ポーツ現場での活用が今後期待される。さらに，本研究
で検討した FFQは今後改良が必要な点はあるものの，
URTIと食生活の関連が明らかとなったように，大学生
アスリートの栄養疫学研究の発展に寄与できることが期
待される。
審査報告概要
スポーツは世界共通の人類の文化とされ，とりわけ競
技スポーツは人々の豊かな生活と社会・経済の創造と発
展に多様な価値を有することから，アスリートへの支援
が求められている。食生活面からの支援も必要とされて
いるにもかかわらず，日本では簡便で，ある一定の精度
が確保された食事調査法に関する妥当性研究が不足して
いる。申請者はまず，2種類の食物摂取頻度調査票（FFQ）
の妥当性を検証するとともに，この FFQを用いてアス
リートの健康問題とされる上気道感染症（URTI）発症
との関わりを検証する事を目的とした。その結果，172
項目の半定量 FFQ及び 10食品群で構成される定性的
FFQはともに習慣的摂取量の大小を反映できること，
また，大学生アスリートの URTI発症にその他野菜類
の摂取が密接に関わることを明らかにした。大学生アス
リートの食事調査法の妥当性とその有用性を URTI発
症の観点から示した本研究の新規性を評価した。
よって，審査員一同は博士（食品栄養学）の学位を授
与する価値があると判断した。
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